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特集特集特集

平
成
30
年
度
黒
潮
町
駅
伝
大
会

兼 
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会

スタートを切る選手

たすきをつなぐ選手

駅伝大会の様子

　
３
月
３
日
（
日
）、「
平
成
３０
年
度
黒
潮

町
駅
伝
大
会
兼
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
黒
潮
町
駅
伝
大

会
に
は
、
町
内
か
ら
１９
チ
ー
ム
、
四
国

の
み
ち
駅
伝
大
会
に
は
町
内
外
か
ら
１０

チ
ー
ム
、
計
１
４
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
佐
賀
地
区
駐

車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
同
公
園
陸
上
競

技
場
前
ま
で
を
走
る
５
区
間
１７
・
３
㎞

の
コ
ー
ス
を
、
選
手
ら
は
た
す
き
で
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
黒

潮
町
駅
伝
大
会
で
優
勝
し
た
加
持
Ａ
は

大
会
新
記
録
を
達
成
し
、
同
チ
ー
ム
で

５
区
を
走
っ
た
塩
田
充
幸
さ
ん
は
、「
記

録
が
上
が
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

み
ん
な
と
楽
し
く
走
れ
た
こ
と
が
嬉
し

い
。
こ
の

大
会
が
こ

れ
か
ら
も

続
い
て
ほ

し
い
」
と

話
し
ま
し

た
。

　

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会

　
１
位
　
加
持
Ａ

１
時
間
４
分
５０
秒
【
大
会
新
】

　
２
位
　
大
方
亀
ク
ラ
ブ
Ａ

１
時
間
６
分
２５
秒

　
３
位
　
錦
野
　
　
１
時
間
１１
分
３１
秒

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会
区
間
賞

▼
１
区
４
・
３
㎞
①
永
野
裕
也
（
大
方

亀
ク
ラ
ブ
Ａ
）
１３
分
１
秒
②
亀
井
陸

（
矢
野
塾
）
１４
分
２６
秒
③
濱
田
泰
輔
（
黒

潮
町
役
場
青
年
部
）
１５
分
５
秒

▼
２
区
３
・
８
㎞
①
山
闢
聖
良
（
チ
ー

ム
タ
ケ
）
１４
分
１９
秒
②
金
子
俊
博
（
矢

野
塾
）
１４
分
２５
秒
③
宮
川
貴
史
（
加
持

Ａ
）
１４
分
３５
秒

▼
３
区
２
・
２
㎞
①
谷
純
大
（
加
持
Ａ
）

８
分
１９
秒
②
村
越
淳
（
錦
野
）
９
分
６

秒
③
酒
井
紀
仁
（
黒
潮
町
役
場
青
年

部
）
９
分
１０
秒

▼
４
区
３
・
０
㎞
①
長
闢
海
弥
（
加
持

Ａ
）
９
分
４４
秒
【
大
会
新
】
②
松
田
直

斗
（
錦
野
）
１２
分
２６
秒
③
福
島
隆
（
み

ど
り
の
走
ら
ん
な
ぁ
ず
）
１２
分
３５
秒

▼
５
区
４
・
０
㎞
①
山
沖
世
紀
（
大
方

亀
ク
ラ
ブ
Ａ
）
１６
分
１０
秒
②
芝
闢
公

志
（
錦
野
）
１６
分
２３
秒
③
塩
田
充
幸
（
加

持
Ａ
）
１６
分
３９
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会

　
１
位
　
Ｐ
Ｈ
Ｖ
　
　
　
　
５６
分
４６
秒

　
２
位
　
澤
田
林
業
　
　
　
５６
分
５８
秒

　
３
位
　
す
く
も
走
ろ
う
会
Ａ

１
時
間
２
分
１８
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
区
間
賞

▼
１
区
４
・
３
㎞
①
宮
脇
智
也
（
Ｐ
Ｈ

Ｖ
）
１３
分
１３
秒

▼
２
区
３
・
８
㎞
①
寺
田
勇
気
（
Ｐ
Ｈ

Ｖ
）
１２
分
２８
秒

▼
３
区
２
・
２
㎞
①
松
田
拓
真
（
す
く

も
走
ろ
う
会
Ａ
）
７
分
１８
秒

▼
４
区
３
・
０
㎞
①
有
光
浩
（
澤
田
林

業
）
９
分
５２
秒

▼
５
区
４
・
０
㎞
①
打
井
健
太
（
Ｐ
Ｈ

Ｖ
）
１２
分
４７
秒

上
・
黒
潮
町
駅
伝
大
会
優
勝
　
加
持
Ａ

下
・
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
優
勝
　
Ｐ
Ｈ
Ｖ
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平
成
３１
年
度
当
初
予
算
は
黒
潮
町
当

初
予
算
編
成
基
本
方
針
お
よ
び
黒
潮
町

総
合
戦
略
に
基
づ
き
、「
一
次
産
業
の

新
規
就
業
者
の
拡
大
と
所
得
向
上
の
取

り
組
み
」「
町
外
へ
の
消
費
活
動
流
出

防
止
の
取
り
組
み
」「
移
住
者
支
援
施

策
の
着
実
な
実
行
」「
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
」「
健
康
寿
命
延
伸
の
取

り
組
み
」「
『
小
さ
な
拠
点
』
を
活
用
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
向
上
の
取
り

組
み
」「
ソ
フ
ト
面
を
中
心
と
し
た
防

災
対
策
の
充
実
」「
地
域
と
と
も
に
生

き
る
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実
」
の

８
点
を
重
点
項
目
と
し
、
住
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
予
算
の
計

上
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
平
成
３１
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
前
年
度
比
３
・
１
％
（
３

億
１
０
９
３
万
９
千
円
）
減
の
９８
億
１

８
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
３１

年
度
は
６
年
ぶ
り
に
１
０
０
億
円
を
切

る
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１１
個

の
特
別
会
計
を
加
え
て
重
複
分
を
除
い

た
純
合
計
は
９７
億
６
４
９
１
万
８
千
円

で
２
・
９
％
（
２
億
８
８
９
８
万
６
千

円
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
で
は
観
光
宿
泊
施
設
の
建

設
事
業
が
議
会
で
修
正
提
案
を
受
け
、

修
正
案
可
決
と
な
っ
た
た
め
、
当
該
予

算
の
削
除
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
に
お
い
て

は
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
得

る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
町
税
８
億
５
７
３
１
万
９

千
円
（
前
年
度
比
４
・
０
％
増
）
な
ど
自

主
財
源
が
２８
億
９
４
８
１
万
７
千
円（
構

成
比
２９
・
５
％
）
、
地
方
交
付
税
３９
億

円
（
前
年
度
同
額
）
な
ど
、
依
存
財
源
は

６９
億
２
３
１
８
万
３
千
円
（
構
成
比
７０

・
５
％
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
債
は
８
億
３
６
８
０
万
円
（
前
年

度
比
３９
・
８
％
減
）
で
、
臨
時
財
政
対

策
債
（
赤
字
地
方
債
）
１
億
４
５
０
０
万

円
、
過
疎
対
策
事
業
債
５
億
６
８
０
万

円
、
旧
合
併
特
例
事
業
債
１
億
５
７
０

０
万
円
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
１

６
４
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
３１
年
度
末
の
起
債
残
高
は
１
３
０
億

７
５
６
７
万
２
千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
基
金
の
繰
入
額
は
財
政
調
整
基
金
や

特
目
基
金
な
ど
１１
億
５
２
６
９
万
６
千

円
（
前
年
度
比
２３
・
０
％
増
）
を
予
定
し

て
お
り
、
平
成
３１
年
度
末
の
基
金
残
高

は
４２
億
９
５
７
４
万
５
千
円
の
見
込
み

で
す
。

　
歳
出
は
、
目
的
別
で
は
予
算
額
の
多

い
順
に
総
務
費
２３
億
５
４
１
９
万
９
千

円
（
前
年
度
比
１
・
０
％
増
）
、
民
生
費

２２
億
６
７
２
０
万
６
千
円
（
前
年
度
比

０
・
６
％
減
）
、
公
債
費
１３
億
６
２
２

３
万
８
千
円
（
前
年
度
比
５
・
９
％
増
）

で
、
上
位
３
部
門
の
み
で
全
体
の
６１
・

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費
が
人
件

費
１５
億
３
２
０
８
万
９
千
円
（
前
年
度

比
１
・
１
％
増
）
、
公
債
費
１３
億
６
２

２
３
万
８
千
円
（
前
年
度
比
５
・
９
％

増
）
、
扶
助
費
５
億
９
７
４
９
万
円
（
前

年
度
比
０
・
１
％
減
）
な
ど
３４
億
９
１

８
１
万
７
千
円
（
構
成
比
３５
・
６
％
）
を

計
画
し
、
投
資
的
経
費
は
普
通
建
設
事

業
費
１６
億
２
０
３
９
万
２
千
円
（
前
年

度
比
２５
・
７
％
減
）
な
ど
１６
億
６
９
７

５
万
８
千
円
（
構
成
比
１７
・
０
％
）
を
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。

黒潮町の一般会計当初予算は

98億1,800万円です
黒潮町の一般会計当初予算は

98億1,800万円です
黒潮町の一般会計当初予算は

98億1,800万円です
― 前年度比3.1％（3億1,093万9千円）の減額となりました ―

※平成30年度当初予算は、政策的経費を基本的に含まない「骨格予算」でしたので、

　 平成30年度6月議会提案後（肉付け予算）と比較しています。　　　　　　　　　

2019（平成31）年度

一
般
会
計
の
概
要

歳
　
入

歳
　
出

平成31年度当初予算
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特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す
る
た

め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ

た
会
計
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
一
般
会
計
と
重
複
す

る
給
与
等
集
中
処
理
特
別
会
計
を
除
い

て
１１
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

住 宅 新 築 資 金 300万5千円

宮 川 奨 学 資 金 1,944万2千円

情 報 セ ン タ ー 2億7,435万7千円

国 民 健 康 保 険 18億8,487万3千円

介 護 保 険 17億501万3千円

介 護 サ ー ビ ス 1,801万6千円

農 業 集 落 排 水 3,769万6千円

漁 業 集 落 排 水 540万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 2億931万6千円

水 道 事 業 2億6,685万円

国 民 健 康 保 険 直 診 8,438万1千円

◆ 一次産業の新規就業者の拡大と

　 所得向上の取り組み

　園芸用ハウス整備事業補助金� 7,062万5千円

　農業次世代人材投資資金「経営開始型」� 2,400万円

　施設レモン産地化支援事業�  405万円

　投石漁礁設置事業� 1,485万円

　新規漁業就業者支援事業� 477万1千円

　新漁業等挑戦促進事業� 405万円

　高性能林業機械整備� 1,254万5千円

　緑の雇用補助金� 138万円

◆ 町外への消費活動流出防止の取り組み

　集客活動センター運営経費� 1,799万5千円

◆ 移住者支援施策の着実な実行

　定住促進住宅整備事業� 1億3,986万円

　地域おこし協力隊� 2,905万5千円

　地方創生移住支援事業補助金� 300万円

　出会いの場創出事業� 79万1千円

◆ 切れ目のない子育て支援

　在宅子育て応援事業補助金�  2,391万円

　小中学生医療助成事業� 1,674万円

　乳幼児医療費補助金� 1,152万円

　子育て包括相談員� 216万9千円

　子ども子育て支援事業計画策定業務委託� 170万円

平成31年度　8つの重点項目事業

特
 

別
 

会
 

計

◆ 健康寿命延伸の取り組み

　通所型短期集中運動機能向上サービス事業�973万円

　シーサイドはだしマラソン� 454万1千円

　小さな拠点医療等相談事業� 148万8千円

　若者健康診査� 47万円

◆ 「小さな拠点」を活用した地域コミュニティ

　 力向上の取り組み

　あったかふれあいセンター事業委託� 4,200万円

　旧佐賀保育所改修工事事業� 1,376万7千円

◆ ソフト面を中心とした防災対策の充実

　木造住宅耐震事業� 2億4,078万9千円

　告知端末整備事業� 728万円

　土砂災害対策支援業務委託� 721万5千円

　防災まちづくりプロジェクト事業� 508万5千円

　地区防災計画作成共同研究委託� 423万5千円

◆ 地域とともに生きる力をはぐくむ教育の充実

　学校支援員配置事業（小・中学校）� 1,929万9千円

　放課後子ども教室推進事業� 1,553万4千円

　ふるさと・キャリア教育� 450万4千円

　外国語教育専門員配置事業� 412万6千円

　子ども見守りカメラ設置事業� 120万円

　防災教育� 68万8千円

平成31年度当初予算
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平成31年度当初予算

平成31年度一般会計当初予算の内訳

歳　　入 歳出（性質別）

歳出（目的別）
特定財源・一般財源の別

一般財源

51.5%

50億5,862万8千円

特定財源

48.5%

47億5,937万2千円

依存財源・自主財源の別

依存財源

70.5%

69億2,318万3千円

自主財源

29.5%

28億9,481万7千円

教育費　5.4%

5億2,806万2千円

衛生費　5.9%

5億7,511万4千円

商工費　2.8%

2億7,232万9千円

土木費　8.6%

8億4,854万9千円

消防費　6.9%

6億8,013万4千円

農林水産業費　7.4%　

7億2,764万円

農林水産業費　7.4%　

7億2,764万円

消防費　6.9%

6億8,013万4千円

公債費　13.9%

13億6,223万8千円

民生費　23.1%

22億6,720万6千円

その他　2.0%

2億252万9千円

総務費　24.0%

23億5,419万9千円

［百万円］

その他　5.3%

5億887万9千円

分担金・負担金

0.2%

1,985万円

使用料・手数料

3.6%

3億5,607万3千円

譲与税・交付金

3.1%

3億130万9千円

地方交付税　39.7%

39億円

国庫支出金　8.6%

8億4,232万6千円

県支出金　10.6%

10億4,274万8千円

繰入金　11.7%

11億5,269万6千円

町債　8.5%

8億3,680万円

町税　8.7%

8億5,731万9千円

地方交付税　39.7%

39億円

国庫支出金　8.6%

8億4,232万6千円

県支出金　10.6%

10億4,274万8千円

繰入金　11.7%

11億5,269万6千円

町債　8.5%

8億3,680万円

町税　8.7%

8億5,731万9千円

その他　3.8%

3億7,008万6千円

災害復旧事業費

0.5%

4,936万6千円

人件費　15.6%

15億3,208万9千円

公債費　13.9%

13億6,223万8千円

普通建設事業費　16.5%

16億2,039万2千円

物件費　18.8%

18億5,008万6千円

補助費等　14.1%

13億8,915万8千円

繰出金　10.7%

10億4,709万5千円

人件費　15.6%

15億3,208万9千円

公債費　13.9%

13億6,223万8千円

普通建設事業費　16.5%

16億2,039万2千円

物件費　18.8%

18億5,008万6千円

補助費等　14.1%

13億8,915万8千円

繰出金　10.7%

10億4,709万5千円

扶助費

6.1%

5億9,749万円
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平成31年度当初予算

黒潮町一般会計当初予算の推移について

～黒潮町誕生から平成31年度までの予算の動き～

※平成26、30年度当初予算は、政策的経費を基本的に含まない「骨格予算」でしたので、それぞれ6月議会
提案後（肉付け予算）の予算と比較しています。

H18

0

2,000,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000
（単位：千円）

H31

各年度における主な事業

8,271,000

7,076,000

7,704,000

8,230,000

9,130,000

8,345,000

8,500,000

9,192,000

10,007,616

10,745,000

12,095,000

10,470,000

10,128,939

9,818,000

佐賀町と大方町の
合併により『黒潮町』
になる。
（H18.3.20）

黒潮町における情
報格差解消のため、
情報基盤整備事業
を実施。

黒潮町新庁舎高台
移転事業・佐賀保育
所高台移転事業な
どの大規模予算に
よるもの。

H26年度に初めての当
初予算額100億円突破。
津波避難タワーなどの
防災対策事業を多数実施。

まちづくり交付金事業

平成18年度

町道馬荷線改良事業

平成19年度

情報基盤整備事業

平成22年度

佐賀道の駅整備事業

平成25年度

高校生サミット

平成28年度

大方中央保育所建設事業

平成20年度

佐賀小・中学校校舎改修事業

平成23年度

津波避難路等整備事業

平成26年度

黒潮町新庁舎高台移転事業

平成29年度

入野漁港整備事業

平成21年度

黒潮消防署建設負担金

平成24年度

佐賀津波避難タワー整備事業

平成27年度

高規格道路整備事業

平成30年度
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○お問い合わせ　本庁 総務課 財務係　蕁43－2112

当初予算÷人口＝町民1人あたり…　

872,557円

平成31年度当初予算

町
民
1
人
あ
た
り
の

　
　
　
予
算
の
使
い
道

庁舎の維持管理、財政、地籍

調査、選挙、人事、企画、税

や戸籍に関する事務など、全

般的な事務。

総　務　費

209,225円

農林漁業の推進や、新規就農

者・漁業者推進にかかる経費

です。ほかにも農道整備、漁

港整備に使われています。

農林水産業費

64,668円

防災無線・消防設備・消防団

にかかる防災経費や、災害対

策にかかる経費です。

消　防　費

60,446円

議会の運営経費や、災害復旧

費にかかる経費などです。

そ　の　他

17,999円

し尿処理などの環境保全、健

康増進への取組、予防接種な

どの疾病予防にかかる経費で

す。

衛　生　費

51,112円

道路・河川・橋の整備や点検

など、地域のインフラ整備に

かかる経費です。

土　木　費

75,413円

町が借りたお金を支払うため

に使われる経費です。

公　債　費

121,066円

高齢者や体に不自由がある人

に対して、福祉の充実に使わ

れる経費です。また、子育て

支援などにも使

われます。

民　生　費

201,494円

観光やスポーツツーリズムの

推進、地域の商工業推進にか

かる経費です。

商　工　費

24,203円

小中学校の運営や、人権教育

の推進、生涯学習活動にかか

る経費です。

教　育　費

46,931円

平成31年度当初予算のうち、一般会計に

おいて町民１人当たりに使われるお金は次

のようになります。

※平成30年12月31日現在の人口で算出

（11,252人）
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

大
方
改
良
フ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
開
催

大
方
高
校
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
優
秀
賞
を
受
賞

第
30
回
林
間
学
校
で
小
学
生
が
植
樹
体
験

入
野
松
原
へ
の
松
苗
植
樹

　
３
月
１６
日
（
土
）
、
一
般
国
道
５６
号
大

方
改
良
の
開
通
に
先
立
ち
、
住
民
を
対

象
と
し
た
フ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
２
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
は
、
道
幅
が
狭
く
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
現
国
道
の
課
題
を

解
消
し
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の

安
全
性
向
上
や
、
被
災
後
の
迅
速
な
救

助
・
救
援
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
目
的

で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
早
咲
地
区
か
ら
浜

の
宮
地
区
ま
で
の
約
３
０
０
ｍ
が
開
放

さ
れ
、
路
面
に
絵
を
描
け
る
ス
ペ
ー
ス

や
、
パ
ト
カ
ー
や
救
急
車
の
試
乗
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
所
か
ら
家
族
で
参
加
し
た
と
い
う

女
性
は
、「
広
い
道
路
が
通
っ
て
良
か

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

に
行
け
て
、
事
故
な
ど
が
減
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
２４
日
（
日
）
に
は
本
庁
で
開
通
式
典
が

開
催
さ
れ
、
開
通
を
祝
う
パ
レ
ー
ド
な

ど
が
行
わ
れ
た
後
、

一
般
車
両
の
通
行

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

※
開
通
式
典
に
つ

い
て
は
次
号
掲

載
予
定

　
２
月
２３
日
（
土
）
、
東
京
大
学
地
震
研

究
所
で
、「
２
０
１
８
年
度
防
災
教
育

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
最
終
報
告
会
」
が

あ
り
、
大
方
高
校
が
防
災
教
育
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ラ
ン
は
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）

な
ど
が
、
全
国
の
地
域
や
学
校
に
お
け

る
防
災
教
育
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、

新
た
な
取
組
を
行
う
団
体
を
募
集
し
、

採
択
さ
れ
る
と
１
年
間
の
活
動
を
支
援

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
同
高
は
「
高
校
生
が
作
る
・
地
区
防

災
計
画
」
と
題
し
活
動
。
地
震
発
生
時

の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

避
難
所
運
営
に
関
す
る
防
災
ゲ
ー
ム
「
Ｈ

Ｕ
Ｇ
」
を
作
成
し
、
地
域
住
民
と
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
話
し
合
い
、
取
り
組
ん
だ

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
１４
日
（
木
）
に
は
、
生
徒
６
名
が

本
庁
を
訪
れ
、
受
賞
を
大
西
勝
也
町
長

に
報
告
し
ま
し
た
。
同
高
３
年
生
の
山

戸
星
奈
さ
ん
は
、「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
作
成
し

た
こ
と
で
、
防
災

に
つ
い
て
よ
く
わ

か
っ
た
の
で
、
今

後
は
そ
れ
を
発
信

し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
幡
東
森
林
組
合
主
催
「
第
３０
回
林
間

学
校
」
が
２
月
１５
日
（
金
）
、
入
野
松
原

で
開
催
さ
れ
、
南
郷
小
学
校
６
年
生
と

入
野
小
学
校
５
年
生
の
２１
名
が
植
樹
体

験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に
森
林

に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
昨
年
は
鈴

地
区
の
虎
杖
山
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

近
年
の
マ
ツ
ク
イ
虫
に
よ
る
被
害
を
受

け
、「
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
手
で
ふ

る
さ
と
を
再
生
し
て
い
く
意
識
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
い
う
思
い
で
入
野

松
原
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
植
樹
し
た
の
は
約
６０
㎝
の
マ
ツ

の
苗
木
で
、
計
２
５
０
本
。
児
童
ら
は
、

ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
っ
た
場
所
に
肥
料

と
苗
木
を
植
え
込
み
、
土
を
か
ぶ
せ
る

作
業
を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。
作
業

を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
穴
を
掘
る

の
が
大
変
」
、「
家
か
ら
近
い
か
ら
ま
た

時
々
成
長
を
見
に
来
た
い
」
な
ど
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

　
入
野
松
原
保
存
会
主
催
「
平
成
３０
年

度
入
野
松
原
保
存
会
入
野
松
原
へ
の
松

苗
植
樹
事
業
」
が
２
月
２４
日
（
日
）
、
入

野
松
原
で
開
催
さ
れ
、
大
方
中
学
校
元

気
会
や
関
係
者
４１
人
が
マ
ツ
の
苗
木
を

４
０
０
本
植
樹
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
大
方
中
学
校
元
気
会
の
山

沖
大
洋
さ
ん
は
、「
以
前
か
ら
マ
ツ
ク

イ
虫
の
被
害
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い

た
が
、
こ
ん
な
に
も
大
規
模
な
被
害
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

今
回
の
活
動
は
、
黒
潮
町
の
美
し
い
景

色
や
防
風
・
防
砂
林
と
し
て
の
松
原
を

守
る
た
め
の
、
と
て
も
意
味
の
あ
る
こ

と
だ
と
思
う
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
「
緑
の
募
金
」
を
活
用

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

苗木を植える児童

作業を行う生徒ら

受賞を報告する生徒ら

路面に絵を描く児童ら

ハ

グ
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

第
19
回
に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル 

表
彰
式

上
林
暁
文
学
碑
の
除
幕
式

表彰式後の集合写真

受賞者たち

除幕式の様子

　
２
月
２４
日
（
日
）
、
大
方
あ
か
つ
き
館

に
て
「
第
１９
回
に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
応
募
作
品
２
９
３

点
の
中
か
ら
３１
点
が
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

◆
入
賞
者

ク
ジ
ラ
賞

・
山
闢
駿
佑
（
小
学
生
未
満
）

・
谷
岡
夢
叶
（
三
浦
小
１
年
）

・
吉
尾
望
愛
（
三
浦
小
２
年
）

・
西
山
大
翔
（
伊
与
喜
小
３
年
）

・
西
嶋
志
童
（
入
野
小
４
年
）

・
ハ
ジ
ィ
フ
華
里
ア
レ
ク
シ
ア
（
田
ノ

口
小
５
年
）

・
竹
外
心
春
（
入
野
小
６
年
）

・
西
嶋
瞳
（
大
方
中
２
年
）

イ
ル
カ
賞

・
桑
田
麻
織
（
小
学
生
未
満
）

・
山
本
千
湖
（
小
学
生
未
満
）

・
高
橋
志
保
（
小
学
生
未
満
）

・
渡
辺
湊
介
（
小
学
生
未
満
）

・
浜
内
み
や
び
（
佐
賀
小
１
年
）

・
安
光
南
斗
（
拳
ノ
川
小
１
年
）

・
吉
門
悠
人
（
伊
与
喜
小
１
年
）

・
今
西
遥
斗
（
拳
ノ
川
小
２
年
）

・
松
本
一
花
（
田
ノ
口
小
２
年
）

・
山
下
真
ノ
輔
（
田
ノ
口
小
２
年
）

・
別
府
紗
恵
（
南
郷
小
３
年
）

・
永
森
葵
向
（
佐
賀
小
３
年
）

・
門
田
龍
志
（
佐
賀
小
３
年
）

・
松
井
碧
羽
（
伊
与
喜
小
４
年
）

・
竹
外
紗
良
（
入
野
小
４
年
）

・
増
田
煌
斗
（
入
野
小
４
年
）

・
川
村
米
音
（
田
ノ
口
小
５
年
）

・
谷
一
花
（
田
ノ
口
小
５
年
）

・
森
理
日
叶
（
田
ノ
口
小
５
年
）

・
山
下
芯
巴
（
伊
与
喜
小
６
年
）

・
森
脇
愛
那
（
入
野
小
６
年
）

・
山
本
あ
や
み
（
一
般
）

館
長
特
別
賞

・
永
森
心
結（
佐

賀
小
１
年
）

※
敬
称
略

　
３
月
２
日
（
土
）
、
大
方
あ
か
つ
き
館

に
て
「
第
２９
回
あ
か
つ
き
賞
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
か
つ
き
賞
は
、「
上
林
暁
顕
彰
会
」

よ
り
、
町
内
の
小
中
学
生
の
作
文
を
対

象
に
授
与
さ
れ
、
今
回
は
応
募
作
品
か

ら
優
秀
作
品
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
４
回
目
の
受
賞
と
な
る
田
ノ

口
小
学
校
５
年
生
の
川
村
米
音
さ
ん
は
、

「
思
っ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ

と
を
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
伝
わ
る
よ

う
書
く
こ
と
を
気
を
つ
け
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
書
く
こ
と
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

受
賞
者
・
受
賞
作
品

・
清
水
健
太
（
三
浦
小
１
年
）
　

　
田
の
う
ら
の
お
ま
つ
り

・
松
本
一
花
（
田
ノ
口
小
２
年
）
　

　
大
す
き
な
「
お
ん
ぼ
う
ば
た
」

・
金
平
理
人
（
南
郷
小
３
年
）
　

　
う
け
つ
い
で
い
く
子
お
ど
り

・
新
田
悠
晴
（
三
浦
小
４
年
）
　

　
お
別
れ
の
時

・
川
村
米
音
（
田
ノ
口
小
５
年
）
　

　
児
童
会
最
大
の
ピ
ン
チ

・
森
田
真
凛
（
伊
与
喜
小
６
年
）
　

楽
し
か

っ
た
最

後
の
収

穫
祭

※
敬
称
略

　
３
月
１０
日
（
日
）
、
大
方
あ
か
つ
き
館

に
て
、
上
林
暁
文
学
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
、
関
係
者
約
５０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
旧
大
方
町
出
身
の
作
家
・

上
林
暁
の
作
品
や
業
績
を
世
に
知
ら
せ
、

町
の
教
育
文
化
の
発
展
を
願
っ
て
結
成

さ
れ
た
上
林
暁
顕
彰
会
が
取
り
組
む
、

「
文
学
の
道
づ
く
り
事
業
（
※
）
」
の
一

環
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
初
め
に
文
学
碑
建
立
記
念
講
座
と
し

て
、
上
林
暁
の
長
女
・
大
熊
伊
禰
子
さ

ん
が
「
父
、
上
林
暁
の
思
い
出
」
と
題
し
、

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
館
東
側
の
庭
園
で
除
幕
式
が
執
り
行

わ
れ
、
参
加
者
は
碑
の
建
立
を
祝
い
ま

し
た
。

　
大
熊
さ
ん
は
、「
自
分
の
生
き
方
を

つ
き
通
し
た
の
は
、
わ
が
父
な
が
ら
素

晴
ら
し
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
碑
を

建
て
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

※
大
方
あ
か
つ
き

館
を
中
心
と
し

て
町
全
体
を
文

学
館
に
見
立
て

よ
う
と
上
林
暁

顕
彰
会
が
取
り

組
む
事
業

第
29
回
あ
か
つ
き
賞
表
彰
式

い

ね

こ
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奥
湊
川
営
農
組
合
設
立

同
志
社
大
学
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
が
春
合
宿

伊
与
喜
Ｊ
Ｖ
Ｂ
Ｃ
 
高
知
県
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
優
勝

　
２
月
１８
日
（
月
）
、
奥
湊
川
地
区
を
拠

点
と
し
た
「
奥
湊
川
営
農
組
合
」
の
設

立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
同
地
区
の
耕
作
者
や
町

農
業
振
興
課
と
幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ

ー
の
代
表
者
が
出
席
し
、
設
立
を
祝
い

ま
し
た
。

　
同
地
区
は
、
基
盤
整
備
し
た
農
地
を

守
る
と
い
う
思
い
で
、
国
の
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
、
農
道
整
備
や
草
刈
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
１０
年
・
２０
年

先
に
農
地
管
理
の
課
題
が
少
し
で
も
減

る
よ
う
同
組
合
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　
森
下
昭
雄
組
合
長
は
、「
先
輩
た
ち

が
基
盤
整
備
を
し
た
農
地
を
、
次
の
世

代
へ
繋
い
で
い
く
た
め
の
土
台
に
し
た

い
。
地
域
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
組
合
で
の
栽
培
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
耕
作

で
き
な
く
な

っ
た
農
地
の

受
け
皿
と
な

る
組
織
を
め

ざ
し
て
活
動

し
て
い
き
ま

す
。

　
第
１
２
３
佐
賀
明
神
丸
が
、
平
成
３０

年
の
漁
期
に
お
い
て
初
め
て
、
近
海
カ

ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
で
水
揚
額
日
本
一

を
達
成
し
ま
し
た
。
森
下
靖
船
頭
は
、「
新

船
建
造
で
休
む
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、

ま
さ
か
１
位
が
取
れ
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
ラ
ッ
キ
ー
が
続
い
た
と
い
う
印

象
。
来
年
は
、
気
負
わ
ず
、
気
楽
に
ポ

イ
ン
ト
を
盛
漁
期
に
も
っ
て
い
く
」
と

話
し
ま
し
た
。
同
船
は
、
新
造
の
「
第

８８
佐
賀
明
神
丸
」
と
し
て
３
月
１２
日（
火
）

に
出
港
し
ま
し
た
。

　
小
型
船
の
部

（
１９
ト
ン
以
下
）

で
は
、
第
２８
福

吉
丸
が
６
年
連

続
で
１
位
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
２
月
２７
日
（
水
）
、
同
志
社
大
学
体
育

会
ゴ
ル
フ
部
員
２０
名
が
、
春
合
宿
の
た

め
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
を
訪
れ
、
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
山
川
博
之

支
配
人
よ
り
「
グ
リ
ー
ン
も
整
備
し
、

し
っ
か
り
練
習
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
よ
り
文
旦

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
学
が
黒
潮
町
で
合
宿
を
行
う
の

は
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
で
、
生
源
寺

龍
憲
主
将
は
、「
京
都
に
比
べ
、
暖
か

い
環
境
で
練
習
し
や
す
い
。
施
設
も
充

実
し
て
い
る
し
、
黒
潮
町
の
人
は
温
か

い
人
が
多
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
合
宿
は
３
月
４
日（
月
）ま
で
行
わ
れ
、

水
巻
義
典
プ
ロ
・
小
田
美
岐
プ
ロ
・
長

田
敬
市
監

督
の
指
導

の
も
と
、

部
員
た
ち

は
朝
早
く

か
ら
夕
方

ま
で
練
習

に
励
み
ま

し
た
。

　
２
月
９
日
（
土
）
・
１０
日
（
日
）
に
第
３７

回
高
知
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人

大
会
が
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
は
大
方
Ｊ
Ｖ
Ｃ

と
伊
与
喜
Ｊ
Ｖ
Ｂ
Ｃ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
女
子
の
部
で
は
県
内
の
１７
チ
ー
ム
が

し
の
ぎ
を
削
り
、
大
方
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
惜
し

く
も
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
伊

与
喜
Ｊ
Ｖ
Ｂ
Ｃ
が
全
て
の
試
合
で
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
を
収
め
る
強
さ
を
見
せ
、

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
伊
与
喜
Ｊ
Ｖ
Ｂ
Ｃ
の
児
童
ら
は
「
一

致
団
結
し
て
頑
張
っ
た
。
次
の
大
会
も

優
勝
し
た
い
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

◆
試
合
結
果
（
女
子
の
部
）

　
優
　
勝
　
伊
与
喜
Ｊ
Ｖ
Ｂ
Ｃ

　
準
優
勝
　
鴨
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位
　
十
津
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
３
位
　
嶺
北
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

奥湊川営農組合と地区内耕作者の皆さん

第88佐賀明神丸の出港 森下船頭表彰

練習を行う学生

優勝した伊与喜ＪＶＢＣ

し
ょ
う
げ
ん

じ

た
つ

の
り

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
船
の
水
揚
表
彰
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専
修
大
学
野
球
部
が
黒
潮
町
で
キ
ャ
ン
プ

　
専
修
大
学
硬
式
野
球
部
が
２
月
１６
日

（
土
）
か
ら
２７
日
（
水
）
ま
で
黒
潮
町
で
キ

ャ
ン
プ
を
行
い
、
１７
日
（
日
）
に
は
歓
迎

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
学
は
一
昨
年
の
春
よ
り
東
都
大

学
野
球
部
連
盟
の
２
部
リ
ー
グ
に
所
属

し
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
１
部
リ
ー
グ
へ
の

昇
格
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
大
西
勝
也
町
長
か
ら
「
一

年
間
戦
い
抜
く
精
神
面
・
体
力
面
を
黒

潮
町
で
整
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
の
は
今

年
で
３
年
目
。
今
回
は
選
手
約
１
１
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
３
月
で
同
部
の

監
督
を
務
め
て
６
年
目
と
な
る
齋
藤
正

直
監
督
は
、「
黒
潮
町
の
球
場
は
し
っ

か
り
と
整
備
さ
れ
て
お
り
、
環
境
も
良

い
。
こ
こ
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
一
つ

の
ス
テ
ッ

プ
と
し
春

の
リ
ー
グ

戦
に
臨
み

た

い

」
と

話
し
ま
し

た
。

あいさつをする齋藤監督と選手ら

幡多広域消費生活センター便り

簡単に高額収入を得られるという副業や投資の儲け話に注意

インターネットなどで取引される情報商材のトラブルが急増

　相談事例を見ると、「高額収入を得る方法を教えると強調された広告などを見て連絡したとこ

ろ、高額な契約をすれば副業や投資などで儲けることができるノウハウを教えると勧誘されたが、

実際は説明と異なり儲からない」などという苦情が寄せられています。

【相談事例】

　1 副業に関する情報商材の事例

　　・ 安価な情報商材を購入し、さらに高額な契約を勧められたが約束のサポートがない

　　・SNSをきっかけに情報商材を購入したが、内容が説明と異なる上に儲からない

　　・求人サイトで「在宅で稼げる。返金保証」とあり、契約したが稼げず返金も拒否された

　2 投資に関する情報商材の事例

　　・SNSでFX（※）の情報商材を知り、セミナーに出かけ契約したが、怪しい内容だった

　　・ 仮想通貨の儲け話に興味を持ち高額な契約をしたが、サービスの提供がない

　　※FXとは…担保資金を証券会社などに預託して行う、外国通貨の売買取引。外国為替証拠

金取引のこと。

【アドバイス】

　1 情報商材は契約前に中身を確かめることができないため、怪しいと思ったら連絡しない

　2 高額な契約を勧誘されたり話が違うと思ったら、きっぱりと契約を断る

　3 クレジットカードでの高額決済や借金をしてまで契約しない

　4 不安に思った場合やトラブルになった場合は、消費生活センターなどに相談してください

※幡多広域消費生活センターでは、出前講座（無料）による啓発活動を実施しています。お気軽

にお申し込みください。

　　　　幡多広域消費生活センター

　　　　　相談受付　月曜日～金曜日（祝祭日および年末年始を除く）

　　　　　　　　　　午前9時～正午／午後1時～午後5時

　　　　　　　　　　蕁34－6301　蕭34－6295

　　　　　〒787－0012 四万十市右山五月町8番32号 四万十市立働く婦人の家1階
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保
育
所
で
の
体
験
学
習

　
３
月
４
日
に
、
５
年
生
の
み
ん
な
で
、
大
方

中
央
保
育
所
へ
体
験
学
習
に
行
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
江
口
先
生
か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
私
た
ち
か
ら
の
質
問
に
も
、
た
く
さ
ん
答

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
、
今
ま
で
に
ひ
な
ん
訓

練
を

２０
回
も
し
て
い
た
り
、
も
し
も
刃
物
を
持

っ
た
人
が
来
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
「
さ
す

ま
た
」
や
「
と
う
が
ら
し
ス
プ
レ
ー
」
な
ど
を
備

え
て
い
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
の
工
夫
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
先
生
た
ち
の
う
れ
し
い
こ
と
は
」

と
い
う
質
問
に
、
江
口
先
生
は
「
子
ど
も
た
ち

が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も

小
さ
い
と
き
に
そ
う
思
わ
れ
な
が
ら
大
き
く
な

っ
た
の
だ
な
と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
年
長
さ
ん
と
の
交
流
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
絵
本
を
読
み
、
い
っ
し
ょ
に
折
り
紙
を

し
ま
し
た
。
絵
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
年
長
さ

ん
が
笑
っ
て
く
れ
た
の
で
、
私
た
ち
も
緊
張
が

消
え
、
い
っ
し
ょ
に
笑
っ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
、
４

月
か
ら
や
さ
し
い
６
年
生
に

な
り
た
い
で
す
。

　
（
田
ノ
口
小
学
校
　
５
年
　
金
子
　
陽
菜
）

ふ
れ
あ
い
参
観
日

　
２
月

２３
日
ふ
れ
あ
い

参
観
日
が
あ
り
ま
し
た
。

前
々
か
ら
、
自
分
達
が

決
め
た
内
容
を
調
べ
た
り
、

ま
と
め
た
り
し
て
、
ふ

れ
あ
い
参
観
日
の
た
め

に
練
習
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
お
母
さ

ん
達
と
一
緒
に
お
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
、
５
時
間
目
に
な
り
、
ふ
れ
あ
い
参

観
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
、

自
分
達
が
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
て
い
て
と
て

も
よ
く
で
き
て
い
た
し
、
お
客
さ
ん
に
も
分
か

り
や
す
く
発
表
で
き
て
い
て
、
と
て
も
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
達
も
森
林
の
こ
と
に
つ

い
て
発
表
し
て
、
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
も
堂
々

と
言
え
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
最
後
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
緊
張
し
て
自
分

の
言
い
た
い
こ
と
の
半

分
し
か
言
え
な
か
っ
た

の
で
、
次
は
も
っ
と
自

分
の
意
見
が
言
え
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
黒

潮
町
に
対
す
る
気
持
ち

も
言
え
て
と
て
も
い
い

参
観
日
で
し
た
。

（
南
郷
小
学
校
　
６
年
　
隅
野
　
晴
）

ひ

な

か
ね

こ

宮
城
県
で
県
外
生
徒
と
交
流

 

　
３
月
２
・
３
日
に
、
宮
城
県
多
賀

城
市
で
高
校
生
１
４
２
名
が
集
い
「
東

日
本
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
ｄ
ａ
ｙ
２

０
１
８
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
防
災

を
通
し
て
交
流
の
あ
る
宮
城
県
多
賀

城
高
等
学
校
の
主
催
と
い
う
こ
と
で
、

本
校
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
震
災
遺
構
の
見
学
、
講
演
、

災
害
図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
津

波
が
押
し
寄
せ
た
荒
浜
小
学
校
で
は
、
津
波
の

跡
や
壊
れ
た
校
舎
が
生
々
し
く
て
恐
怖
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
生
き
抜
い
た
方
の
お
話
を
聞

い
て
、
事
前
の
準
備
と
、
諦
め
な
い
と
い
う
こ

と
の
大
事
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
各
校
の
学
校
紹
介
・
防
災
の
取

組
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
都
市
型
津
波
の

痕
跡
を
た
ど
る
「
ま
ち
歩
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
緊
張
し
ま
し
た

が
う
ま
く
発
表
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
他
校

の
様
々
な
取
組
を
知
り
、
今
後
の
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　
県
外
の
生
徒
と
の
交

流
は
楽
し
く
勉
強
に
も

な
り
ま
し
た
。
意
欲
的

な
姿
勢
に
刺
激
も
受
け
、

有
意
義
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

（
大
方
高
校
　
２
年
　
喜
多
　
祐
樹
）

た

き

き

ゆ
う

は
る

す
み

の

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。
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健

知

袋

康

恵

春
は
マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
に
注
意

野外では、腕・足・首など、肌の露出を少なくしましょう

マダニから身を守る服装 

半ズボンやサンダル履きは

不適当です!

首にはタオルを巻くか、
ハイネックのシャツを

着用しましょう。

シャツの袖口は
軍手や手袋の中に

入れましょう。

シャツの裾はズボン
の中に入れましょう。

ハイキングなどで山林に入る

場合は、ズボンの裾に靴下
を被せましょう。

農作業や草刈などでは

ズボンの裾は長靴
の中に入れましょう。

　
温
か
く
な
り
、
外
出
が
楽
し
い
季
節

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
な
ら
で
は

の
悩
み
も
出
現
し
ま
す
。
マ
ダ
ニ
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。
マ
ダ
ニ
の
多
く
は
春

か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
が
活
発
に
な
り
、

マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染

症
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」
が
増
加
し
ま
す
。

　
発
症
す
る
と
重
症
化
す
る
こ
と
も
多

く
、
有
効
な
治
療
法
も
ワ
ク
チ
ン
も
無

い
た
め
、
感
染
予
防
が
特
に
重
要
で
す
。

◆
マ
ダ
ニ
と
は

 
マ
ダ
ニ
は
、
食
品
な
ど
に
発
生
す
る

コ
ナ
ダ
ニ
や
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す
る

ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
、
家
庭
内
で
生
息
す

る
ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

 
マ
ダ
ニ
類
は
、
固
い
外
皮
に
覆
わ
れ

た
比
較
的
大
型
（
吸
血
前
で
３
〜
４
㎜
）

の
ダ
ニ
で
す
。
主
に
森
林
や
草
地
な
ど

の
野
生
動
物
が
出
没
す
る
環
境
に
多
く

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
民
家
の
裏
山
や

裏
庭
、
畑
、
あ
ぜ
道
な
ど
に
も
生
息
し

て
い
ま
す
。

◆
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

 
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
と
は

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ

ダ
ニ
類
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感

染
し
、
発
症
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症

で
す
。

　
１
〜
２
週
間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

発
熱
や
消
化
器
症
状
（
食
欲
低
下
、
吐

き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
）
、
時
に

頭
痛
、
筋
肉
痛
、
神
経
症
状
（
意
識
障

害
、
け
い
れ
ん
、
昏
睡
）
、
呼
吸
器
症
状

（
咳
な
ど
）
、
出
血
症
状
（
紫
斑
）
な
ど
が

現
れ
、
重
症
化
し
て
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

◆
予
防
に
つ
い
て

　
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
な
く
、
予

防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

○
マ
ダ
ニ
を
寄
せ
付
け
な
い

・
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
・
靴
下
・
手
袋
な
ど
）
 

・
マ
ダ
ニ
が
衣
服
の
中
に
入
ら
な
い
よ

う
、
首
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
、
シ

ャ
ツ
の
袖
口
は
軍
手
や
手
袋
の
中
へ
、

ズ
ボ
ン
の
裾
は
長
靴
の
中
へ
入
れ
る

・
忌
避
剤
を
利
用
す
る

○
マ
ダ
ニ
を
持
ち
込
ま
な
い

・
屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て

い
な
い
か
確
認
す
る

・
帰
宅
時
に
上
着
や
作
業
着
に
マ
ダ
ニ

が
付
い
て
い
な
い
か
確
認
す
る

◆
も
し
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
も
痛
み
や
痒
み

は
少
な
く
、
気
が
付
か
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
付
い
た
ら

つ
ぶ
し
た
り
、
無
理
に
引
き
抜
い
た
り

せ
ず
に
医
療
機
関
で
処
置
を
受
け
て
く

だ
さ
い
（
マ
ダ
ニ
を
無
理
に
取
り
除
こ

う
と
す
る
と
、
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚

内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
数
週
間
程
度

は
体
調
の
変
化
に
注
意
し
、
発
熱
な
ど

の
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
す
ぐ
に
医
療

機
関
で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３

フタトゲチマダニタカサゴキララマダニ
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 保健衛生係　蕁43―2836　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55―7373

佐賀地域

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

17日（水） 9：30～11：00上分集会所上分ふれあいサロン

19日（金） 10：00～12：00総合センター佐賀ふれあいサロン

22日（月） 10：00～11：00佐賀保育所愛 育 相 談

24日（水） ※13：00～13：20総合センター乳 児 健 診

5月 場　　　所 時　　　間内　　　容

※13：00～13：20総合センター乳 児 健 診15日（水）

4
月
中
旬
か
ら
5
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事

予
定
で
す
。
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担

当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

注）表中の※印は、受付時間となります。大方地域

5月 場　　　所 時　　　間内　　　容

※13：00～13：20保健福祉センター３　歳　児　健　診8日（水）

■ 2019年度特定健診・がん検診日程 ※日程は天候等により変更となる場合があります

実施日 内　　　　　　容 場　　　　　　所

5月16日（木） 特定健診、胸部・大腸がん検診 加持ふれあいセンター

5月19日（日） 特定健診、胸部・胃・大腸がん検診 くじら保育所

5月22日（水） 特定健診、胸部・胃・大腸がん検診 支援センターこぶし

5月23日（木） 特定健診、胸部・大腸がん検診 支援センターこぶし、鈴漁民センター

5月27日（月） 胸部・大腸がん検診 鞭老人憩の家ほか

5月28日（火） 特定健診、胃・大腸がん検診 鞭老人憩の家

5月30日（木） 特定健診、胸部・大腸がん検診 蜷川健康支援センターほか

6月09日（日）

特定健診、胸部・胃・大腸がん検診 総合センター6月10日（月）

6月11日（火）

6月15日（土）
子宮・乳がん検診 保健福祉センター

特定健診、胸部・胃・大腸がん検診 保健福祉センター

6月16日（日）

7月03日（水） 特定健診、胸部・胃・大腸がん検診 有井川集会所、旧伊田小学校（胃検診除く）

7月17日（水） 特定健診、胸部・大腸がん検診 大方町民館、湊川ふれあいセンター

8月30日（金） 特定健診 場所未定

10月18日（金） 胸部検診（未受診者対象） 佐賀地域

10月19日（土） 特定健診、胸部・胃・大腸がん検診 土佐西南大規模公園体育館

10月26日（土） 特定健診、胸部・胃・大腸がん検診 三浦小学校、旧馬荷小学校（胃検診除く）

11月22日（金） 胸部・大腸がん検診（未受診者対象） 大方地域

8月23日（金） 特定健診 場所未定

8月24日（土）
子宮・乳がん検診

支援センターこぶし、有井川集会所

8月25日（日） 総合センター

7月06日（土）

7月07日（日）
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月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

佐々木整形外科 蕁34－7177

幡多病院 蕁34－6211

宿毛市 （0880）

清谷医院 蕁63－2302

筒井病院 蕁66－0013

いなげ胃腸科内科 蕁63－1113

四万十町 （0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

4/21（日）

月日（曜） 行   事   名

高知県リーグ（高校サッカー）

場    所

多目的運動広場

高知県リーグ2部（中学サッカー） 多目的芝生広場

13（土）

14（日）

20（土）

27（土）

28（日）

29（月）

幡多地区中学校ソフトテニス春季大会（県予選） テニスコート

高知県リーグ（社会人サッカー） 多目的運動広場

幡多地区高校総合体育大会（野球の部） 大方球場

7（日）
サッカーU12トレセン 多目的運動広場

3種地区トレ・サッカー指導者講習 多目的運動広場

高知県リーグ（高校サッカー） 多目的運動広場

アカエム杯 高知県小学生ソフトテニス大会 テニスコート

土佐西南黒潮パークゴルフ協会 月例会 パークゴルフ場21（日）

第6回 四万十・黒潮老童大会（ソフトテニス） テニスコート12（金）

高知県リーグ（高校サッカー） 多目的運動広場4/6（土）

高知県リーグ2部（中学サッカー） 多目的芝生広場

高知県リーグ（高校サッカー） 多目的運動広場

幡多地区高校総合体育大会（ソフトテニスの部） テニスコート

高知県リーグ（社会人サッカー） 球技場、多目的運動広場

四国女子サッカーリーグ 多目的運動広場

高知県リーグ2部（高校サッカー） 多目的運動広場

四万十の日 春季市民スポーツ大会（一般・ソフトテニス） テニスコート

28（日）

29（月）

大野内科 蕁37－5281 大井田病院 蕁63－210130（火）

竹本病院 蕁35－4151 川村内科クリニック 蕁66－29115/1（水）

木俵病院 蕁34－1211 幡多けんみん病院 蕁63－22222（木）

吉井病院 蕁34－5005

さたけ小児科 蕁37－2255

四万十市立市民病院 蕁34－2126

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

田村内科クリニック 蕁63－1668

筒井病院 蕁66－0013

3（金）

4（土）

5（日）

中村病院 蕁34－3177 奥谷整形外科 蕁63－12026（月）

小原外科胃腸科 蕁35－0108 大井田病院 蕁63－210112（日）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

■当直医療機関

土佐西南大規模公園（大方地区）スポーツイベント・大会予定　4月

大西病院 蕁22－1191

観覧は自由です。天候などの都合により変更、中止する場合があります。詳しくはお問い合わせください。

【場所について】・多目的運動広場（人工芝グラウンド）・球技場（天然芝グラウンド）・大方球場（野球場）
　　　　　　　　・多目的芝生広場（陸上競技場天然芝グラウンド）

○お問い合わせ　高知県立土佐西南大規模公園体育館事務所　蕁43－0166
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ　本庁 住民課 国保係　　　　　　 　　蕁43－2800

　　　　　　　　　　 健康福祉課 保健衛生係　 　　　蕁43－2836

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373

～国保・後期被保険者証の有効期限について～

～「若者健康診査」について～

　現在、被保険者の皆さんのお手元にある国民健康保険被保険者証および後期高齢者医療被

保険者証の有効期限の元号については、新元号が決定される前に作成されたため、「平成」と記

載されていますが、5月1日以降も新元号に読み替えて、そのまま使用ができます。

　「国保」、「後期」の保険証については、そのまま使用ができますので、再交付の手続きは必要

ありません。

　病院、薬局では、上記のように読み替えて受け付けてもらえますので、そのまま使用がで

きます。

※そのほかの「国保」、「後期」の各種証（限度額適用認定証、高齢受給者証など）や、健診の受診券などについて

も同様にそのまま使用ができますので、再交付の手続きは必要ありません。

　黒潮町国民健康保険では、今年度も20～30歳代の国保加入者を対象に「若者健康診査」（以

下、若者健診）を実施します。若者健診は、生活習慣病予防を目的とした特定健診と同じ内容

の健診で、国保の方なら受診できます。生活習慣病は自覚症状がありません。若い世代から

自分の体の状態を知っておくことが健康維持につながります。年に1回の健診を受診しまし

ょう。

■対象者：20歳以上39歳以下で、黒潮町国保に加入している方

　　　　　　※今年度内に40歳になる方は、特定健診の対象となります。（17ページ参照）

■受診できる期間：5月1日～2020年3月31日まで

■受診できる場所：・集団健診：5月～10月に各地域で実施する特定健診の会場

　　　　　　　　　　（詳しくは、14ページの「健康カレンダー」でご確認ください。）

　　　　　　　　　・個別健診：拳ノ川診療所

　　　　　　　　　　（電話で事前予約をお願いします。蕁55－7111）

■受診に必要なもの：①国保の保険証　　②受診券　　③問診票

　　　　　　　　　　※②と③は、お住まいの地区の集団健診の実施日に合わせて送付します。

■健診内容：身体測定（身長・体重など）、血圧測定、尿検査、血液検査、問診、診察

■個人負担金：無料

ただし、年度中に2回以上受診した場合は、個人負担金（実費）をお支払いいただきますの

でご注意ください。

現在、記載されている有効期限

国保 平成32年3月31日

後期 平成31年7月31日

読み替え

国保 （新元号）2年3月31日

後期 （新元号）1年7月31日
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○お問い合わせ　本　　庁 住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～ 平成31年度の特定健康診査（特定健診）について ～

　黒潮町国民健康保険では、特定健康診査（以下、特定健診）について、今年度も町内の地域

ごとの集団健診と医療機関などで受診する個別健診（人間ドックを含む）で実施します。特定

健診の受診には「受診券」が必要になりますので、「集団健診」の実施日に合わせて対象地域ごと

に発送します。かかりつけの医療機関や人間ドックなどで「個別健診」により受診される場合

も、「受診券」が必要ですので、国保係（蕁43－2800）までご連絡ください。

※人間ドックでは、特定健診の受診券を提示することで、検査項目の一部を特定健診に置き

換えることができ、費用が安く抑えられる場合があります。

●対象者

40歳以上74歳以下の黒潮町国保に加入している方

（妊産婦・長期入院などの場合を除く）

●受診できる期間

4月1日～2020年3月31日まで

●受診できる場所

集団健診：5月から各地域で順次実施します。（詳しくは14ページの「健康カレンダー」で

　　　　　ご確認ください）

個別健診：かかりつけの「医療機関」、または「人間ドック」で受診できます。

　　　　　特定健診はすべての医療機関で受けられるということではないので、詳細につ

　　　　　いては医療機関または国保係までお問い合わせください。

●受診に必要なもの

①国保の保険証　　②受診券　　③問診票　

●個人負担金　無料（人間ドックの差額分は自己負担）。ただし、年度中に2回以上受診した

　　　　　　　　場合は、個人負担金（実費）をお支払いいただきますのでご注意ください。

　生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質異常症など）の発症・重症化を予防することを目的

とした特定健康診査・特定保健指導を実施しています。

　生活習慣病によるリスクに内臓脂肪型肥満が加わった状態（メタボリックシンドローム）

が長く続くと、動脈硬化が進行し、やがて脳卒中や心筋梗塞などの致命的な病気になる可

能性が大幅に増えるといわれています。

～ ご自身の健康状態を知るためにも、年に1回の特定健診を毎年受診しましょう ～

≪特定健康診査・特定保健指導を受けましょう≫

集団健診

町内各地域

個別健診

医療機関 人間ドック実施機関または
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
154

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁

4
3
―

2
1
8
8
　
　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁

5
5
―

3
1
1
3

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
起
き
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
つ
い
て
、
今
一
度
歴
史
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
上
記
の
と
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
過
去
に
何
度
も
起
き
て
い
る
災
害
で

す
。
多
少
の
幅
は
あ
り
ま
す
が
１
０
０

年
か
ら
１
５
０
年
周
期
で
起
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
述
か
ら
わ
か

る
限
り
で
は
、
津
波
が
来
襲
し
、
被
害

も
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
過
去
に
幾
度
と
地
震

が
起
き
て
お
り
、
今
後
も
必
ず
起
き
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
。

過
去
の
経
験
を
活
か
し
、
同
じ
よ
う
な

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
準
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
地
震
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
減
ら
す
「
減

災
」
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
年
度
も
木
造
住
宅
耐
震

の
補
助
事
業
、
家
具
転
倒
防
止
対
策
お

よ
び
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
な
ど
の

補
助
事
業
、
地
区
防
災
計
画
お
よ
び
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
作
成
支

援
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
資
機
材
整
備

補
助
事
業
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
継
続
し
ま
す
。

　
黒
潮
消
防
署
で
は
、
町
内
の
小
学
校

４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
「
防
火

防
災
標
語
」
を
募
集
し
、
今
回
は
１
９

８
通
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
（
金
）
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

第
２５
回
の
最
優
秀
作
品
は
、
入
野
小
学

校
６
年
生
の
竹
外
心
春
さ
ん
の
「
地
震

き
た
 

命
を
守
れ
ば
 

ま
た
会
え
る
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
防
火
防
災
標
語
は
、
黒
潮
消
防

署
前
に
１
年
間
掲
げ
、
防
火
・
防
災
の

啓
発
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

防
火
・
防
災
標
語
の
受
賞

過去の南海トラフ地震とその記録
震　　災 月　　日 状　　　　況

白 鳳 地 震 684年11月29日

仁 和 地 震 887年8月26日

物の破壊、人畜の死傷多く、土佐の田畑12平方キロ
メートルが海となる。津波あり。
※南海・東南海・東海3連動型とされる

慶 長 地 震 1605年2月3日
地震い大津波あり。死者5000人に上り、崎の浜、甲浦、
阿波宍喰で浸死者続出。
※南海・東南海・東海3連動型

安政南海地震 1854年12月24日
地震、大津波で被害甚し。土佐、紀伊、阿波などで死者
3000。土佐湾沿いの赤岡以西はすべて被害被る。
※南海単独 前日に東南海東海地震有

宝 永 地 震 1707年10月28日

有史時代最大の地震の潰家29000、死4900。津
波は土佐にて20ｍ余り。海辺の在家一所として残る
方なし。高知では潮江、下知、江ノ口より、一宮、布師田、
大津、介良、下田衣笠まで海となる。
※南海・東南海・東海3連動型

昭和南海地震 1946年12月21日

震害は四国、九州、近畿、中国、中部地方に及び、大津
波来襲して全国で1330人の死者が出た。高知は震
度5で午前4時19分に発震、地震後6波の津波あり。
県下の死者670、不明9、傷者1836、家倒壊4834。
※南海単独

五畿七道大いに震う。近海津波来襲し、死傷者多し。

康 和 地 震 1099年2月16日 記述などなし。痕跡あり。

正 平 地 震 1361年8月3日
津波被害甚大。香美郡田村（南国市）の下庄正奥寺に
高潮上がる。
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在宅介護手当についてイド介護保険介護保険介護保険 ガ

【お問い合わせ】本庁  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116

◆ ◆  在 宅 介 護 手 当 に つ い て  ◆ ◆

期　　　別

前　期

後　期

申　請　月

10月

支　給　月

12月

03～4月 05月

期　　　間

4月分から9月分まで

10月分から3月分まで

介護保険広報シリーズ 156

● 在宅介護手当とは

　家庭において、寝たきりの高齢者などを介護している方に対して支給する手当です。

　介護者を激励しその労に報いるとともに、町民の福祉増進に寄与することを目的としています。

● 対象者

　黒潮町に住所があり、①～④のいずれかに該当する方を、在宅において常時介護している方。

　①介護保険法により要介護4または5の認定を受けた方

　②寝たきりの高齢者で、その状態が3カ月以上継続している方

　③障害児福祉手当および特別障害者手当の支給に関する省令第15条の規定に基づく認定を得

ている方で、寝たきりの方

　④認知症高齢者については、医師が認知症と認める方で「認知症高齢者の日常生活自立度判定

基準」によるランクⅢ以上に相当し、その状態が3カ月以上継続している方

　※①～④に該当する方および対象者（介護者）に町税などの滞納がある場合は、支給対象外です。

　※②・③については「障害高齢者の日常生活自立度判定基準（寝たきり度）」ランクBまたはC

に該当する方です。

● 手当の額 　　

　・被介護者1人につき月額1万円とします。また、入院や施設入所（短期入所含む）などによ

り、在宅介護をした日数がひと月のうち5割以上の場合、その月は支給の対象になります。

　・被介護者が亡くなられた場合、その月のうち1日でも在宅介護の事実が確認できた時は支給

の対象になります。

　・福祉用具購入費および住宅改修費に対する給付を除く介護給付費の総額が10万円未満の月

については、1万円を増額します。（平成30年4月1日改正）

● 手続きの流れ（はじめに受給資格の認定申請、次に支給の申請が必要です）　　

　①在宅介護手当受給資格認定申請書の提出

支給を受けるためには、まず認定申請が必要です。申請に基づき、

認定または却下の通知をします。

　②在宅介護手当支給申請書の提出

認定された方へ、申請月（下記参照、年2回）に、町から申請書を

送付します。

実際に介護をした期間を記入し、提出してください。

● 支給申請・支給月について　

介護保険料は大切な財源です。安心で便利な口座振替を利用して納付期限までにお納めください。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
国
民
年
金
は
、

２０
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

学
生
も
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
過
程
）
に
在
学
す
る
学
生

な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計

算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
な
ど
の

数
×

３８
万
円
）

　
希
望
す
る
場
合
は
学
生
証
を
お
持
ち

の
上
、
役
場
担
当
窓
口
ま
た
は
年
金
事

務
所
に
お
越
し
下
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
昨
年

度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
今
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
に
対
し
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番

号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の

学
生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

返
送
す
る
こ
と
で
、
今
年
度
の
申
請
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要

で
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
を
作
成
し
て

送
付
し
ま
す
。

 
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
（
年

金
証
書
）
や
、
本
人
確
認
の
た
め
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

代
理
人
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

◆
日
時
　
４
月

１８
日
（
木
）

　
　
　
 

午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
 

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
　

◆
場
所
　
佐
賀
支
所
１
階
町
民
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
　

蕁

３
４
―

１
６
１
６

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
家
庭
で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の

も
め
ご
と
、
人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す

る
相
談
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
の
秘
密
は

必
ず
守
り
、
料
金
は
無
料
で
す
。（
予
約

不
要
）

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
４
月
９
日
（
火
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
支
所
前
）

・
５
月

１０
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
加
持
本
村
集
会
所

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

　
奥
湊
川
老
人
憩
の
家

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

　
蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
次
の
日
程
に
よ
り
、
弁
護
士
資
格
の

あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
特
に
、
法
律
関
係
に
つ

い
て
お
困
り
、
お
悩
み
の
方
は
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
１

人
３０
分
で
す
。
予
約
制
に
つ
き
、
電
話

か
窓
口
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
相
談
の

秘
密
は
必
ず
守
り
、
料
金
は
無
料
で
す
。

◆
実
施
日

　
５
月

２３
日
（
木
）
、
７
月

２５
日
（
木
）

　
９
月

２６
日
（
木
）
、

１１
月

２８
日
（
木
）

２
０
２
０
年

　
１
月

２３
日
（
木
）
、
３
月

２６
日
（
木
）

◆
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
会
場

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

蕁

３
４
―

１
６
０
０

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水

域
の
水
質
汚
染
の
防
止
と
快
適
な
生
活

環
境
の
創
造
を
図
る
た
め
、
合
併
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
に
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。

　
今
年
度
中
に
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
方
で
、
補
助
金
を
希
望

す
る
方
は
、
補
助
金
交
付
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い（
予
算
到
達
時
点
で
終
了
）。

◆
補
助
金
額

・
５
人
槽
　
　
　
　

３３
万
２
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽
　
　

４１
万
４
０
０
０
円

・
８
〜

１０
人
槽
　
　

５４
万
８
０
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

　
　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

制
度
の
ご
案
内

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
交
付

申
請
に
つ
い
て

弁
護
士
資
格
の
あ
る
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

制
度
の
継
続
に
つ
い
て
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貴
重
な
水
産
資
源
を
ま
も
る
た
め
、

高
知
県
漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
採
捕
禁

止
期
間
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〜
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
〜

　
買
わ
な
い
こ
と
が
、
密
猟
者
た
ち
の

不
法
行
為
を
止
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
密
漁
品
と
思
わ
れ
る
も
の

は
購
入
せ
ず
、
警
察
に
通
報
す
る
な
ど

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
違
反
者
は
、「
６
カ
月
以
下
の
懲
役
」

も
し
く
は
、「
１０
万
円
以
下
の
罰
金
」
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
密
漁
現
場
を
見
つ
け
た
ら
、
直
ち
に

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

高
南
・
幡
東
地
区
漁
業
秩
序
を
守
る
会

高
知
県
漁
協
・
黒
潮
町

そ
の
他
関
係
漁
協
・
市
町

　
佐
賀
町
民
館
で
は
、
地
域
住
民
の
相

互
の
理
解
と
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、

「
身
体
づ
く
り
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
佐
賀
町
民
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◆
く
ろ
し
お
ヨ
ガ
教
室

　
日
時
　
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時

３０
分
〜
午
後
９
時

　
講
師
　
山
地
隆
寛
さ
ん

※
人
数
制
限
あ
り

◆
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
健
康
教
室

　
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

　
　
午
後
７
時

３０
分
〜
午
後
８
時

３０
分

　
講
師
　
森
田
傑
さ
ん

※
人
数
制
限
あ
り

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
町
民
館

　
蕁

５
５
―

２
１
０
８

　
大
方
町
民
館
で
は
、
地
域
交
流
促
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
紙
バ
ン
ド
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
紙
バ
ン
ド
と
は
、
特
殊
な
紙
糸
を
並

べ
て
作
ら
れ
た
バ
ン
ド
で
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
手
作
り
す
る
手
芸
の
こ
と
で
、

カ
ゴ
や
バ
ッ
グ
作
り
が
人
気
で
す
。
作

り
手
の
好
み
の
雰
囲
気
で
自
由
に
作
品

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
準
備
物
・
参
加
料
は
不
要
で
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
大
方
町
民
館
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
月
曜
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

◆
会
場

　
大
方
町
民
館 

学
習
・
図
書
室

○
お
問
い
合
わ
せ

 
大
方
町
民
館

　
蕁

４
３
―

１
２
０
４

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

密
漁
は
犯
罪
で
す

紙
バ
ン
ド
教
室

身
体
づ
く
り
と
健
康

名　　　称 禁　止　期　間 体長などの制限

いせえび 5月1日～9月15日 体長13cm以下

とこぶし・あなご 9月1日～翌年3月31日 殻長3cm以下

あわび 9月1日～翌年3月31日 殻長9cm以下

さざえ 9月1日～翌年3月31日

てんぐさ類 9月1日～翌年2月末日

ふのり 10月1日～翌年2月末日

あらめ 10月1日～翌年6月30日
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春
は
引
越
し
の
季
節
で
す
。
住
所
変

更
時
は
次
の
も
の
を
添
え
て
、
役
場
窓

口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外

に
も
市
町
村
か
ら
発
行
を
受
け
て
い
る

証
書
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
届
出
に
は
届
出
人
の
認
印

お
よ
び
本
人
確
認
の
た
め
の
運
転
免
許

証
、
ま
た
は
健
康
保
険
証
な
ど
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
本
人
も
し
く
は
本
人
と
同
一

世
帯
以
外
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合
に

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
転
出

　
黒
潮
町
か
ら
ほ
か
の
市
町
村
に
住
所

を
移
す
と
き
は
、
引
越
し
す
る
ま
で
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
転
出
予
定
日

・
転
出
先
の
住
所

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
年
金
手
帳

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

◆
転
入

　
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
黒
潮
町
に
住
所

を
移
す
と
き
は
、
住
み
始
め
て
か
ら

１４

日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
前
住
所
地
の
市
役
所
（
町
村
役
場
）

が
発
行
し
た
転
出
証
明
書

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

・
国
民
年
金
手
帳

・
介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書

・
障
害
者
手
帳

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

◆
転
居

　
町
内
で
住
所
を
移
す
と
き
は
、
引
越

し
を
し
て
か
ら

１４
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
年
金
手
帳

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
障
害
者
手
帳

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

　
町
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

向
上
を
目
的
と
し
て
、
荷
稲
郵
便
局
・

上
川
口
郵
便
局
・
大
方
郵
便
局
で
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
、
戸
籍
謄

抄
本
の
受
け
取
り
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

下
記
の
条
件
を
確
認
の
上
、
各
郵
便
局

窓
口
で
交
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
時
間

は
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

　
　
 
 
 
 
蕁

５
５
―

３
７
０
１

住
民
票
の
写
し
の
交
付

・
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
請
求
者

本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
の
世
帯

員
の
方
に
限
り
交
付
で
き
ま
す
。

・
交
付
請
求
の
際
に
は
本
人
確
認
が

必
要
で
す
。
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
と
印
か
ん
（
認
印
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

・
町
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
請
求

者
本
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書
し
か

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証
と
運
転
免
許
証
な
ど

の
本
人
と
確
認
で
き
る
書
類
と
印

か
ん（
認
印
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

戸
籍
謄
抄
本
の
交
付

・
黒
潮
町
が
本
籍
地
の
請
求
者
本
人

ま
た
は
本
人
と
同
一
の
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方
に
限
り
交
付
で

き
ま
す
。

・
交
付
請
求
の
際
に
は
本
人
確
認
が

必
要
で
す
。
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
の
本
人
と
確
認
で
き

る
書
類
と
印
か
ん
（
認
印
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
戸
籍
謄
抄

本
を
交
付
す
る
場
合
に
は
、
本
人

確
認
を
行
う
書
類
と
し
て
、
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔

写
真
付
き
の
も
の
は
１
つ
で
結
構

で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
健
康
保
険

証
な
ど
は
２
つ
以
上
提
示
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
役
場
担
当
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
所
異
動
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
固
定
資

産
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
、
ご
自
分
の
土

地
・
家
屋
の
価
格（
評
価
額
）に
つ
い
て
、

町
内
の
ほ
か
の
土
地
・
家
屋
と
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
記
載
内
容

土
地
に
つ
い
て

　
住
所
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
評
価

額
（
所
有
者
の
記
載
は
な
し
）

家
屋
に
つ
い
て

　
住
所
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・

床
面
積
・
評
価
額
・
構
築
年

（
所
有
者
の
記
載
は
な
し
）

◆
縦
覧
の
目
的

ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比

較
し
て
、
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か

ど
う
か
の
確
認
を
行
う
。

◆
縦
覧
の
対
象
者

町
内
に
所
在
す
る
土
地
お
よ
び
家
屋

の
納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

◆
縦
覧
の
時
に
必
要
な
も
の

（
納
税
者
本
人
）

・
印
か
ん

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

（
代
理
人
）

・
代
理
人
の
印
か
ん
・
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
お
よ
び
委
任
状

ま
た
は
依
頼
者
の
印
か
ん

◆
縦
覧
の
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
〜
５
月

３１
日
（
金
）

＊
土
・
日
、
祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

 　
課
税
台
帳
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

◆
閲
覧
の
対
象
者

・
納
税
者
本
人

・
借
地
人
、
借
家
人
、
そ
の
ほ
か
収
益

の
権
利
な
ど
を
有
す
る
方
（
契
約
書

な
ど
権
利
関
係
を
示
す
書
面
が
必
要

で
す
）

◆
閲
覧
の
時
に
必
要
な
も
の

（
納
税
者
本
人
）

・
印
か
ん

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

（
代
理
人
）

・
代
理
人
の
印
か
ん
・
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
お
よ
び
委
任
状

ま
た
は
依
頼
者
の
印
か
ん

○
お
問
い
合
わ
せ
・
縦
覧
場
所

 
本
庁 

住
民
課 

資
産
税
係

　
蕁

４
３
―

２
８
１
６

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係

　
蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
口
座
振
替
日
は
、
利
用
さ
れ
た
月
の

末
日
（
た
だ
し

１２
月
は

２５
日
）
が
基
本
で

す
。
末
日
が
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
お
よ

び
国
民
の
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ

の
日
以
降
の
直
近
の
平
日
に
な
り
ま
す
。

　
指
定
日
に
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
は
、
個
別
に
通
知
し
た
上
で
、

翌
月

１５
日
に
再
引
き
落
と
し
を
し
ま
す
。

１５
日
が
休
日
の
場
合
は
、
同
様
に
そ
の

日
以
降
の
直
近
の
平
日
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

情
報
防
災
課 
情
報
推
進
係

蕁

４
３
―

２
１
８
８

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

１４
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
品
・
骨
董
品

と
し
て
価
値
の
あ
る
火
な
わ
式
銃
砲
な

ど
の
古
式
銃
砲
や
美
術
品
と
し
て
価
値

の
あ
る
刀
剣
類
を
登
録
す
る
た
め
の
審

査
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
主
体

　
高
知
県
教
育
委
員
会 

文
化
財
課

◆
実
施
日

　
４
月
９
日
（
火
）
、
５
月

１４
日
（
火
）

　
６
月

１１
日
（
火
）
、
７
月
９
日
（
火
）

　
８
月

１３
日
（
火
）
、
９
月

１０
日
（
火
）

　
１０
月
８
日
（
火
）
、

１１
月

１２
日
（
火
）

　
１２
月

１０
日
（
火
）

２
０
２
０
年

　
１
月

１４
日
（
火
）
、
２
月

１２
日
（
水
）

　
３
月

１０
日
（
火
）

◆
時
間
　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
４
時

◆
会
場

　
高
知
県
庁 

西
庁
舎 

３
階
会
議
室

◆
審
査
時
の
携
行
品

・
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣

類
・
警
察
署
で
交
付
を
受
け
た
発
見
届
出

済
証

・
１
件
に
つ
き
６
３
０
０
円
の
登
録
申

請
手
数
料

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

蕁

４
３
―

０
０
４
４

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
を
行
い
ま
す

有料広告

「障害年金」申請サポート
　障害年金は、病気やケガによって生活や仕事などが

制限されたとき、一定の要件を満たせば、現役世代の

方も含めて申請できる国の年金です。

申請対象例：うつ病、統合失調症、がん、認知症、心筋梗塞、糖尿病　など

岡崎社会保険労務士事務所：四万十市下田3979－4

申請代行・手続き相談を承ります

電話相談無料　蘂0880－33－0703
ホームページ（障害年金申請）はこちら

https：//www.okazaki－office.jp/syogai.html

引落日 引落日

4月分 5月7日（火） 10月分 10月31日（木）

5月分 5月31日（金） 11月分 12月2日（月）

6月分 7月1日（月） 12月分 12月25日（水）

7月分 7月31日（水） 1月分 1月31日（金）

8月分 9月2日（月） 2月分 3月2日（月）

9月分 9月30日（月） 3月分 3月31日（火）

黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

月
額
使
用
料
の
口
座
振
替
年
間
予
定
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

4

5

日

1～7

08～14

15～21

22～28

29～30

1～2

3～4

5～6

07～13

14～20

21～27

28～31

水 道 給 水 工 事 指 定 店

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

43－1546

43－2061

44－1117

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

大 西 設 備

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

電話番号

事務所 自　宅

31－3277

43－2024

55－7371

55－2121

55－3141

55－7114

55－2076

住　　所

浮鞭2083－2

下田の口822－174

拳ノ川1781

佐賀1990

佐賀2988

　初めまして。11月から地域おこし協力隊として活動させていただいています、谷田

部と申します。

　協力隊の活動は移住相談員です。まだまだ勉強中の身ですので勝手ですが…自己

紹介させていただきます。

　生まれは栃木、その後東京で就職し、今に至ります。以前からたびたび四国に訪れ

る機会があり、高知は学生の時にフィールドホッケーを通じて訪れたことがあります。その時に高知

の方々にお世話になったこと、たくさん美味しい料理を振る舞っていただいたことが、あたたかくて

今でも印象に残っています。選手としてはベンチ側の人間でしたがいろんな所に遠征に行った中で、

高知の環境の良さを感じさせていただきました。今ではそれもきっかけの1つになり、黒潮町の「ナ

ゾの魅力、感じてみん？」に惹かれやってまいりました。

　黒潮町に来て4カ月。「ナゾの魅力」を発見したり、感じたり、教えていただいているところです。

　移住相談員として町内でお

見掛けすることが多いと思いま

すので、いろいろと皆さんに教

えていただけたら嬉しいです。

　よろしくお願いします。

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

（移住担当）

谷田部　瑞紀

春を感じるミモザナゾの魅力いっぱいの黒潮町 海で食べる焼きそばパン
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黒潮町ケーブルテレビ

4月番組予定表

IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間 番組内容の更新は、毎週水曜日の18：00です。

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

春の入学式・卒業式 特集！！春の入学式・卒業式 特集！！

◆春の入学式・卒業式特集

涙の卒業式からワクワクドキドキの入学式まで�                  

感動のシーンをお届けします。

◆みんなの情報や投稿映像を募集中！！

おもしろい人や、珍しいものなど番組で取り上げて

ほしい皆さんの情報をＩＷＫＴＶ制作室までご連絡

ください。�                  

※お寄せいただいた情報や映像などは都合により放

送できない場合もあります。�                  

※催しものなど、直前に情報をいただいても取材に

行けない場合があります。

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

　

ＩＷＫTV番組 07：00　10：00　12：00

15：00　18：00　20：00

Kochi on TV! 14：00　20：00

片さんのFish!おふ 23：00　

幡多サイクル紀行 8：35　11：35　13：35　16：35　19：35　22：35

月間アニマルズ 8：45　11：45　13：45　16：45　19：45　22：45

おはなし玉手箱 6：45　23：45

高齢者寺子屋 6：00

ショップチャンネル 9：00　17：00　24：00～6：00

※総合計同点の場合は、カウントバック方式とする。

※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 峰岸広美 32 25 26 27 53 112

準優勝 野中郎海 26 31 27 28 55 112

3位 井上梅香 28 32 27 29 56 116

4位 尾崎良二 25 28 26 26 52 113

5位 茶畑すみ子 28 32 29 28 57 117

6位 佐田幸一 27 29 26 31 57 119

7位 野村豊彦 29 28 29 29 58 115

8位 川瀬和子 30 31 28 30 58 119

9位 西地　裕 27 27 29 28 57 116

10位 宮川正幹 30 25

小計

57

57

60

53

60

56

57

61

54

55 29 28 57 116

HC 総計

－4

1

112

6 112

－4 112

113

－4 113

－4 115

－4 115

－4 115

116

6 116

ベストスコア：Ａコース　25点 ― 尾崎良二
　　　　　　　Ｂコース　25点 ― 峰岸広美、宮川正幹
ホールインワン：Ａコース　2西地裕、4野中郎海、8北村清子、尾崎良二　
ホールインワン：Ｂコース　2宮川正幹、7峰岸広美
ベストグロス：105点　尾崎良二　

土佐西南黒潮ＰＧ協会　3月 月例会

日時：3月16日（土）　午前9時30分

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

くろしおっ子くろしおっ子 のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
材料（4人分）

〔作り方〕
①カツオは角切りにし、酒と和えて臭みをとる。
②ピーマン、タマネギ、ニンジンは千切りにする。
③小鍋にAの調味料を入れて弱火にかける。
④①のカツオに、カレー粉と片栗粉を合わせたものをまぶし、
油で揚げる

⑤②と③と④を合わせて、できあがり。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

カツオのカレー南蛮

A

　小学校6年生が考えた献立として給食に登場した際、大変好評
だった1品です。6年生は「地元でとれたものをたくさん使った
献立」というテーマでメニューを考え、たくさんある給食献立の
中からこの「カツオのカレー南蛮」を選びました。カレーのピリッ
とした辛みがカツオとよく合い、また南蛮風味なので、こくもあり
つつさっぱりとした味わいになっています。

カツオ� 240g
酒　　　　　　　　　6g
　カレー粉� 2.6g
　片栗粉� 20g
揚げ油� 適量
ピーマン� 20g
タマネギ� 40g
ニンジン� 20g
　酢� 30g
　薄口しょうゆ� 12g
　三温糖� 12g
　塩� 0.4g
　こしょう� 少々
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て

中
の
家
庭
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
育
児
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
友
だ
ち
作
り
の
場
、
親
子
遊
び
を
楽

し
む
場
、
育
児
相
談
の
場
と
し
て
、
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
活
動
内
容
】

★
フ
リ
ー
デ
ー

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
４５
分

室
内
遊
具
や
絵
本
な
ど
で
親
子
で
自

由
に
楽
し
め
ま
す
。

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
毎
週
木
曜
日

誕
生
会
や
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

佐
賀
地
域
に
お
で
か
け
し
ま
す
。
親

子
で
自
由
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

秋
頃
か
ら
は
旧
佐
賀
保
育
所
に
移
動

予
定
で
す
。

★
子
育
て
相
談

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

電
話
相
談
、
来
所
相
談
、
家
庭
訪
問

を
行
い
ま
す
。

★
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
さ
ん
へ

今
年
度
よ
り
妊
婦
さ
ん
へ
の
支
援
も

行
い
ま
す
の
で
、
交
流
の
場
、
相
談

の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
対
象
】

　
町
内
在
住
（
も
し
く
は
祖
父
母
が
在

住
）
で
、
主
に
保
育
所
、
幼
稚
園
に
通

っ
て
い
な
い
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
と
ご
家
族
、
ま
た
、
妊
婦
の
方
、

里
帰
り
中
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

　★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

 
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
拳
ノ
川
）

　
　
 

　
蕁

５
５
―

７
３
７
３

（
悪
天
候
の
日
は
お
で
か
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

・
１１
日
（
木
）
英
語
で
遊
ぼ
う

・
２５
日
（
木
）
誕
生
日
会

　
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時
３０
分

　
場
所
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
１
回
「
子
育
て
講
座
」

 
１８
日
（
木
）

 
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

　
内
容
「
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
ベ
ビ

ー
タ
ッ
チ
」

　
　
　
（
ペ
タ
ペ
タ
ア
ー
ト
も
し
ま
す
）

　
講
師
 

上
岡
純
子
さ
ん

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁

４
３
―

０
５
１
２

4
月
の
予
定

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

日 土月 火 水 木 金

1 61 2 3 4 5
午前 日 こどもの日外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

7 138 9 10 11 12
午前 日 土外来診療 時30分まで） 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生）

14 2015 16 17 18 19
午前 建国記念日 土外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（11：00まで）外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（池田先生） 外来診療 外来診療（矢野先生）

272221

28

23 24 25 26
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）

文化の日

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

3029 30 27 28 29
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

外来診療（池田先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

成人の日

建国記念日

国民の休日昭和の日

憲法記念日 みどりの日

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

外来診療（澤田先生）

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～午後5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　4月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所

　　　　　　　 蕁55－7111

・当診療所は予約制です。あらかじめ電話連絡をお願いします。当日の予約受付もできます。    
・医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、ご了承ください。�     
・月曜日のみ診療時間が午後0時30分～午後2時（受付は午後1時50分まで）となっています。
・月曜日以外は、高知医療センター内科医師が診療しています。
・特定健診（個別）を随時受付しています。まだ特定健診を受けられてない方は、ぜひご利用ください。
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月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2019（平成31）年4・5月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

8：005月2（木） 第31回Tシャツアート展（～5/7） 砂浜美術館（入野の浜） NPO砂浜美術館�蕁43－4915

8：003（金） 第34回高知大方シーサイドはだしマラソン全国大会 入野の浜 生涯学習係� 蕁43－0044

終日21（日）カツオと鯉のぼりの川渡し（～5/11） 坂折地区伊与喜川周辺 観光係�　　　　蕁43－2113

16：005（日） 砂浜ウェディング 入野の浜 NPO砂浜美術館�蕁43－4915

4月14（日） 9：00幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト
　　蕁090－2786－3702

狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWSサニーくん サンコちゃん

土佐くろシニアパスをご利用ください

○お問い合わせ／土佐くろしお鉄道㈱中村駅　蕁35－4961

65歳以上の方ならどなたでも購入できます。『土佐くろシニアパス』をご利用ください

中村⇔土佐佐賀間　1カ月　3,000円

※通常　中村⇔土佐佐賀間　1往復　1,240円

区間外乗車もできます。（別途運賃が必要です。）

※中村⇔土佐佐賀のシニアパス所持の場合、別途540円支払えば窪川へお買い物なども可能です。

特急列車も100円で乗車できます。

※中村⇔土佐佐賀のシニアパス所持の場合、別途100円支払えば、特急列車に乗車可能です。

※2区間以上は一律200円

魅力1

魅力2

魅力3

宿毛
1区間

中村
1区間

土佐佐賀
1区間

窪川

対象年齢 区　　間 料　　金 有効期間

65歳以上 1カ月
�（継続可）

宿毛⇔窪川 8,000円

中村⇔窪川 6,000円

土佐佐賀⇔窪川 3,000円

中村⇔土佐佐賀 3,000円

宿毛⇔中村 3,000円

※購入の際は、年齢の確認できる証明

書（運転免許証・保険証等）をご提示

ください。

黒潮町議会議員選挙のお知らせ

○お問い合わせ　選挙管理委員会　蕁43－2825

日　時／4月21日（日）午前7時から午後6時（一部の投票所は午後4時まで）

投票所／各地域で指定された集会所など（投票日までに送付されるハガキに記載）

投票日（当日）

期　間／4月17日（水）から4月20日（土）

時間・場所（※どちらかの会場をご利用ください）

・本庁 1階くろしおホール　午前8時30分から午後8時

・佐賀支所 1階町民室　　  午前8時30分から午後6時

期 日 前 投 票

※大方会場での期日前投票は、役場本庁となります。保健福祉センターではありませんので、ご注意ください。
※期日前投票所までの無料送迎バスを運行します。詳しくは全戸配布のチラシをご覧ください。

任期満了にともなう議員選挙が行われます。当日投票できない方は、「期日前投票」をご利用ください。
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黒潮町公式 SNS
フェイスブック
@9640town

ツイッター
@kuroshio_town

インスタグラム
@kuroshio_town

Please follow us
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新しく入った本紹介

●あなたのためなら　　　　　　　　　　　　田牧　大和／著

●明日も、こだわらない日にしよう　　　　　金川　顕教／著

●あまくないからおいしいお菓子　　　　　　坂田阿希子／著

●天命　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井　三四二／著

●スクエア　　　　　　　　　　　　　　　　　今野　敏／著

●永田町小町バトル　　　　　　　　　　　　西條　奈加／著

●読書する人だけがたどり着ける場所　　　　　齊藤　孝／著

●なにからできているでしょーか？　　　　　大森　裕子／作

●そらのうえのそうでんせん　　　　　　　　　鎌田　歩／作

●風と行く者　　　　　　　　　　　　　　上橋　菜穂子／編
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文
学
の
道
」
に
新
た
な
文
学
碑
完
成

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/akatsuki

※4月26日（金）は館内整理日です。

第30回上林暁文学館企画展

期間　4月8日～6月30日（場所 上林暁文学館）

2019（平成31）年2月28日現在

出　生 3人（男2人・女1人）

世　帯　数 5,526世帯

女 5,859人

男 5,396人

人　　　口 11,255人（前月比5人増）

転　入 43人（男38人・女5人）

その他 0人
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増
　
加

死　亡 15人（男6人・女9人）

転　出 25人（男9人・女16人）

その他 1人（女1人）（女4人）

減
　
少

わ
が
ま
ち
デ
ー
タ

2019年3月18日インスタグラム掲載

「大方あかつき館」敷地内に上林暁の新たな文

学碑（句碑）が建立され3月10日に除幕されま

した。
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